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1 国際連合環境計画　国際環境技術センター〈ＵＮＥＰ－ＩＥＴＣ〉

第1節　淡水資源の保全への貢献

∏ ＩＥＴＣの設立目的

ＩＥＴＣは、開発途上国や経済が移行期にある国々における環境上適正な

技術の適用・応用を促進することを目的に、平成6年(1994年)4月から滋

賀と大阪において活動を開始しました。滋賀事務所では主として淡水湖沼

流域の環境管理問題に、大阪事務所では大都市の環境管理問題にそれぞれ

焦点を合わせ、関連情報の収集・提供、研修の実施、助言等を行ってきて

おり、その役割がますます期待されています。

ＩＥＴＣの職員数は10名(うち滋賀事務所3名)です。その構成は、所長１

名、副所長１名、国連専門職員4名、国連一般職員4名となっています。

π ＩＥＴＣの活動内容

平成13～14年度におけるＩＥＴＣ事業の主なものは次のとおりです。

ア　平成13年度中に実施済みの事業

b西アジアにおける淡水資源拡大に関する技術資料集の作成

b環境市民プログラム（第9回世界湖沼会議関連国際共同シンポジウム

「持続可能な湖沼管理のための市民と行政のパートナーシップの促進」

を含む。）の実施

b地方自治体の廃棄物管理に関する東南アジア地域ワークショップの開催

イ　進行中および計画中の事業

b富栄養化に対処するための湖沼および貯水池の計画・管理に関する専

門図書および短編集の刊行、ワークショップの開催、研修ユニットの

作成ならびに富栄養化解析モデリングソフトウェアの開発・改良およ

び頒布

bファイトテクノロジー(植物生態応用技術)と環境水文学の水質管理へ

の適用についてのガイドライン作成およびワークショップの開催、専

門図書の刊行

b第3回世界水フォーラムへの参加と支援

b統合的廃棄物管理に関する研修ユニットの作成と地域ワークショップ
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の開催

b環境上適正な技術の情報を提供するソフトウェア「ｍａＥＳＴｒｏ｣(マ

エストロ)の運用、改良および拡充

bニュースレター「INSIGHT」（英語)および「ＩＥＴＣ’ｓ　ＶＯＩＣＥ」（日

本語)の発行

∫ ＩＥＴＣへの支援

水環境に関する世界の最新の情報・技術がＩＥＴＣに集積されるところか

ら、ＩＥＴＣには、それらの知識や人の交流を通じて琵琶湖の水質保全への

貢献が期待されています。また、ＩＥＴＣを通して、我が国はもちろん本県

がこれまでに蓄積してきた技術や経験が世界の環境保全に役立つことが期

待されています。そのため、県では、ＩＥＴＣに対し、施設の貸与をＩＥＴＣ

支援財団でもある(財)国際湖沼環境委員会（ＩＬＥＣ）を通して行い、また、

ＩＬＥＣに設けられたＵＮＥＰ支援基金への出捐を行うとともに、基金のさ

らなる造成に向けて取組を行っています。ＩＥＴＣが今後、積極的かつ安定

的に活動を展開するためには、国、本県だけでなく、産業界、学会、各種

団体および県民各層による広範な支援、協力が是非とも必要です。

2（財）国際湖沼環境委員会〈ＩＬＥＣ〉
∏ 国際湖沼環境委員会（ＩＬＥＣ）の概要

ＩＬＥＣは、昭和59年(1984年)8月に大津市で本県が開催した世界湖沼環

境会議におけるM.K.トルバ国連環境計画(ＵＮＥＰ)事務局長(当時)の呼び

かけをきっかけとして、本県が中心となり、関係省庁の協力を得て昭和61

年2月に設立された国際的な非政府機関(ＮＧＯ)であり、世界の湖沼環境

の健全な管理方法の確立とその推進を目的としています。昭和62年9月に

は環境庁・外務省共管の財団法人として認可され、さらに平成元年3月か

らは特定公益増進法人として認められています。

また、平成4年10月草津市に設置されたUNEP-IETC滋賀事務所の支援

機関としての役割も担っています。

ＩＬＥＣの事業は、国際機関との協調および開発途上国への協力を基調と

しており、事業の多くはＵＮＥＰなどの国連機関との共同事業として実施し

ています。ＩＬＥＣは、その内部に世界の湖沼環境保全に携わる著名な科学

者や行政官から構成される科学委員会を有し、その助言のもとに国際的に

活動を展開しています。
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π ＩＬＥＣの活動

平成13年度にＩＬＥＣが行った主な活動は以下のとおりです。

ア　湖沼研究顕彰事業

本県からの委託を受けて、第11・12回生態学琵琶湖賞の表彰に関

わる募集、広報、運営委員会、選考委員会業務を行いました。

イ　海外技術援助協力事業

平成2年度より実施している湖沼水質保全研修の第12回集団研修

を国際協力事業団(ＪＩＣＡ)からの委託を受けて開催しました。

ウ　世界湖沼会議企画協力事業

第9回世界湖沼会議を2001年11月11日から16日まで滋賀県と共同

で開催しました。また、国土交通省および下水道事業団からの委託

を受けて、湖沼会議のための資料として琵琶湖・淀川水域に関する

映像に加え、本県がこれまで取り組んだ環境政策についてのビデオ

を作成し、湖沼パネル等の展示とともに琵琶湖セッションで紹介し

ました。
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エ　環境教育推進事業

水環境を主題とする環境教育研修を国際協力事業団からの委託を受け

て開催しました。また、世界湖沼会議に併せてＮＧＯ湖沼水質保全研修

を開催し、湖沼環境保全に取り組む途上国のＮＧＯメンバーとの交流を

通して、琵琶湖での取組を開発途上国に伝えました。

オ　広報出版事業

本委員会の活動を広報するため、ニュースレター(年3回、英語・日

本語)およびアイレックニュース(年１回日本語のみ)を発行するととも

に、インターネットによる情報提供を通して世界の湖沼の環境問題につ

いて普及啓発を行いました。また、湖沼管理に関する国際的な科学ジャ

ーナル”Lakes & Reservoirs”を科学委員の監修により編集・発行し、

うち一部を開発途上国へ無償配布しました。

カ　世界の湖沼写真展示事業

日本財団の助成を得て、琵琶湖博物館の協力のもと世界の湖沼や河川

地域の約100年前と現在の風景や人々の生活写真を収集し、東京、大阪、

滋賀の3会場で展示しました。また、写真集も発行し、湖沼会議参加者

に配布したほか、国内外博物館や環境教育の一環として県内小中高校へ

配布しました。

キ　世界湖沼データ収集・提供事業

b世界湖沼データ拡充強化事業

既刊の世界湖沼データベースの改訂作業を継続し、新たなデータを受

け入れていくためのシステムをハード・ソフト両面で整備するととも

に、地球環境モニタリングシステム水部門（GEMS/Water）等との情

報交換、関連図書の整備充実等に努めました。また、湖沼環境保全に関

する政策指針としての「レイク・ウオッチ25(仮称）」の作成に向けた作

業等を進めました。

b畜産負荷調査事業

(社)畜産技術協会の委託を受け、畜産業等に起因する南米(ブラジル、

ウルグアイ)および日本国内(北海道)の湖沼等の水質汚濁に関する調査

業務を行い、畜産系水質負荷についての問題点と対策についてまとめま

した。

ク　ガイドラインブック発行事業

湖沼管理ガイドラインブックシリーズの第8巻「危機にある湖沼」を

日本語に翻訳しました。また、水資源開発公団からの委託を受けて、世
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界水ヴィジョン関連の「Ｗａｔｅｒ」を日本語に翻訳・作成し、第9回世

界湖沼会議でこれらの資料を配付しました。

ケ　ＵＮＥＰ-ＩＥＴＣ啓発事業

ＵＮＥＰ-ＩＥＴＣと共同して世界湖沼会議に向けた一般向け小冊子を作

成し会議参加者に配布しました。また、本県およびＵＮＥＰ－ＩＥＴＣと共

催して湖沼会議前（11月8日、9日）に市民とのパートナーシップをテ

ーマとしたシンポジウムを開催しました。

コ　湖沼管理技術開発事業

環境省の委託を受け、ＵＮＥＰ-ＩＥＴＣと共同で開発した富栄養化解析

ソフト（ＰＡＭＯＬＡＲＥ）を活用し、地球環境の変化による湖沼への影響

を予測するための富栄養化計算に必要なインターフェイスを作成し、デ

ータベースを構築しました。また、国土交通省の委託を受け、琵琶湖水

質予測モデルを作成し、琵琶湖流域管理手法を検討するとともに、水質

予測モデルを用いたワークショップを開催しました。さらに、民間企業

の委託を受けて水質測定・予測など湖沼環境保全のための手法を検討

し、ワークショップを開催しました。

サ　世界湖沼ヴィジョン作成事業

イオン財団の助成を受け、2001年の世界湖沼会議、2002年のヨハネス

ブルグ・サミット、2003年の世界水フォーラムに向けて、ＬＡＫＥＮＥＴ

の協力を得て良好な水資源確保に関する国際協力のあり方について電子

会議を開催し、世界湖沼ヴィジョン作成に向けた枠組みを話し合いまし

た。

シ　ＵＮＥＰ-ＩＥＴＣ維持管理事業

ＵＮＥＰ-ＩＥＴＣを支援するため、ＵＮＥＰ共同事業への協力、ＵＮＥＰ-

ＩＥＴＣ滋賀事務所の維持管理、ＵＮＥＰ-ＩＥＴＣ協力基金のための募金活

動等を行いました。


